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【お問い合わせ】 

秘書室 ℡075-551-3007 

公式ホームページ 

他にも多くの書籍を 

ご紹介しています 

 

 

『
本
願
寺
近
代
三
代
傳
持
全
集
』
の
ご
案
内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

令
和
五
年 

（
二
〇
二
三
） 

令
和
四
年 

（
二
〇
二
二
） 

令
和
二
年 

（
二
〇
二
〇
） 

平
成
二
十
九
年 

（
二
〇
一
七
） 

平
成
二
十
六
年 

（
二
〇
一
四
） 

平
成
二
十
五
年 

（
二
〇
一
三
） 

平
成
二
十
四
年 

（
二
〇
一
二
） 

平
成
二
十
三
年 

（
二
〇
一
一
） 

平
成
十
三
年 

（
二
〇
〇
一
） 

平
成
十
一
年 

（
一
九
九
九
） 

平
成
十
年 

（
一
九
九
八
） 

平
成
六
年 

（
一
九
九
四
） 

昭
和
四
十
八
年 

（
一
九
七
三
） 

昭
和
四
十
七
年 

（
一
九
七
二
） 

昭
和
四
十
六
年 

（

一
九
七
一
） 

大
正
元
年 

（
一
九
一
二
） 

財
団
五
十
年
の
歩
み 

浄
苑
創
建
五
〇
年
・
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五

〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
。
慶
讃
会
法
要

厳
修
。 

信
楽
壇
誕
生
。 

（
詳
し
く
は
３
頁
も
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

台
下
へ
フ
ラ
ン
ス
よ
り
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー

ル
勲
章
オ
フ
ィ
シ
エ
叙
勲
。 

台
下
へ
ス
リ
ラ
ン
カ
よ
り
グ
レ
ー
ト･

サ
ー

サ
ナ
・
ラ
ト
ナ
勲
章
叙
勲
。 

鐘
楼
堂
落
慶
法
要
厳
修
。 

嘉
枝
堂
本
堂
に
我
国
初
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
様

式
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
安
置
。 

台
下
を
会
長
に
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
振
興
会
」

発
足
。 

教
如
上
人
四
〇
〇
回
忌
法
要
厳
修
。 

親
鸞
聖
人
御
真
影
を
嘉
枝
堂
本
堂
に
奉
安
。 

財
団
創
立
一
〇
〇
周
年
・
浄
苑
創
建
四
〇

年
。
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
特
別
展
開
催
。 

ス
リ
ラ
ン
カ
国
際
仏
教
博
物
館
日
本
館
開

館
（
日
本
国
外
務
省
の
依
頼
）
。 

総
門
竣
工
。 

ス
リ
ラ
ン
カ
世
界
遺
産
・
佛
歯
寺
よ
り
、
真

正
佛
舎
利
を
贈
ら
れ
る
。 

吉
崎
御
坊
蓮
如
上
人
記
念
館
（
福
井
県
認
定

博
物
館
）
開
館
。 

嘉
枝
堂
落
慶
法
要
厳
修
。 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
学
賞
「
蓮
如
賞
」、
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
文
学
賞
「
親
鸞
賞
」
創
設
（
平

成
十
一
年
）。 

常
楽
堂
、
六
角
堂
、
落
慶
法
要
厳
修
。 

六
條
山
納
骨
堂
を
「
東
山
浄
苑
東
本
願
寺
」

と
命
名
。 

本
願
寺
と
真
宗
大
谷
派
か
ら
の
哀
訴
哀
願

を
受
け
、
台
下
、
六
條
山
墓
地
建
設
の
施
主

を
財
団
に
決
定
。 

東
本
願
寺
第
二
十
三
世
彰
如
上
人
を
設
立

者
・
総
裁
と
し
て
、「
勧
学
布
教
・
学
事
の
振

興
」
を
目
的
に
一
般
財
団
法
人
本
願
寺
文
化

興
隆
財
団
創
設
。 
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■
慶
讃
会
の
ご
紹
介 

 
 

 
 

     

１
ペ
ー
ジ 

 

■
信
楽
壇
の
ご
案
内 

                  

３
ペ
ー
ジ 

■
財
団
の
活
動
紹
介 

 
 

 
 

     

１
ペ
ー
ジ  

 

■
東
山
浄
苑
読
経
お
扱
い
の
ご
案
内 

      

３
ペ
ー
ジ 

■
春
彼
岸
会
・
花
ま
つ
り
の
ご
案
内 

 

２
ペ
ー
ジ 

 

■
ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の
法
要
の
ご
案
内 

３
ペ
ー
ジ 

■
盂
蘭
盆
会
の
ご
案
内 

           

３
ペ
ー
ジ 

 

■
無
料
送
迎
バ
ス
の
ご
案
内 

 
 

 
 

 
 

４
ペ
ー
ジ 

 
 

 

【歴代上人略系図】 

親
鸞…

…

蓮
如 

厳
如 

彰
如 

 

經
如 

本
願
寺
近
代
三
代
傳
持 

東
本
願
寺
二
十
一
代
厳
如 

上
人
は
、
幕
末
明
治
期
の
廃
仏

毀
釈
の
動
乱
に
揺
れ
る
宗
門

を
教
導
し
、
近
代
東
本
願
寺
の

基
礎
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
多

技
多
才
の
上
人
は
、
松
村
景
文

か
ら
絵
を
学
び
、
書
画
が
堪
能

で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和

歌
・
能
狂
言
・
彫
刻
な
ど
芸
術

芸
能
全
般
に
通
じ
、
京
都
の
文

化
界
を
支
援
し
て
、
今
日
に
至

る
日
本
文
化
の
興
隆
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
本
全
集
で
は
、

そ
の
厳
如
上
人
の
和
歌
（
第
一

巻
）・
書
画
（
第
二
巻
）・
印
譜

（
第
三
～
五
巻
）
を
収
録
し
て

い
ま
す
。 

 

第
一
巻
に
は
、
上
人
十
七
回

忌
の
記
念
に
本
願
寺
第
二
十

三
代
彰
如
上
人
が
編
纂
さ
れ

【
厳ご

ん

如に

ょ

上
人
の
巻
特
集       

   
   

   
 

】 

〈
厳
如
上
人
画
「
桃
下
遊
鳩
図
」
〉 

 
 〈

天
海
僧
正
遺
物
「
念
仏
長
者
」
印
〉  

 

本
号
よ
り
五
回
に
渡
り
、
『
本
願
寺
近
代
三
代
傳
持
全
集
』 

各
上
人
の
特
集
を
掲
載
し
ま
す
。 

当財団理事長の妙案で 記念館が道の駅へ 
県内最高 開業 6 か月で 30 万人来訪 

 

 
 

財
団
の
活
動 

 

た
和
歌
集
「
枳
殻

か

ら

た

ち

の
花
」
や
、 

東
山
浄
苑
本
堂
「
嘉
枝
堂
」
の

由
来
に
も
な
っ
た
夫
人
の 

嘉か

枝
宮

え

の

み

や

和
子

と

も

こ

女
王
の
和
歌
集

「
嘉
枝
宮
遺
詠
」
を
収
録
。
第

二
巻
か
ら
第
五
巻
は
フ
ル
カ

ラ
ー
で
の
作
品
の
収
録
と
な

っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
幻
の

印
譜
」
と
呼
ば
れ
る
「
燕え

ん

申
堂

し

ん

ど

う

集
印
」（
第
四
巻
）
、「
水
月
斎

印
譜
」（
第
三
巻
）、
初
収
録
さ

れ
た
近
年
新
出
の
自
用
印
譜

「
園お

ん

林
堂

り

ん

ど

う

印
譜
」（
第
五
巻
）

は
特
に
貴
重
な
資
料
で
す
。 

 

（
全
集
第
一
巻
～
第
五
巻
） 

浄
苑
創
建
五
〇
年
・
親
鸞
聖
人

御
生
誕
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗 

八
〇
〇
年
慶
讃
会
法
要
・
行
事
が

秋
の
三
連
休
、
10

月
７
日
（
土
）

～
９
日
（
月
・
祝
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
半
世
紀
に
一
度
の
慶
事

と
な
る
法
要
・
行
事
に
、
全
国
か

ら

123

人
の
僧
侶
が
参
集
。
庭
儀

真 実 の 法 統 受 継 が れ る 聖 地 に て 
慶 讃 会 法 要 ・ 行 事  盛 儀 に 厳 修 

に
は

100

人
を
超
え
る
稚
児
が

参
加
し
ま
し
た
。 

慶
讃
会
期
間
中
、
延
べ

3,000

人

を
超
え
る
参
詣
者
を
迎
え
、
盛
大

に
法
要
・
行
事
が
厳
修
さ
れ
、
僧

俗
と
も
に
こ
の
法
会
を
慶
び
ま

し
た
。 

上
人
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
我 

 

（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）
が
あ
る
吉

崎
は
蓮
如
忌
等
へ
の
参
詣
で
北

陸
随
一
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
過
疎
化
に
よ
り

衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
打
開
策
と
し
て
吉
崎
へ

の
「
道
の
駅
」
誘
致
と
言
う
大
谷

暢
順
当
財
団
理
事
長
の
妙
案
に
、

福
井
県
と
あ
わ
ら
市
が
応
じ
て

本
年
４
月

22

日
、
同
市
初
の
道

の
駅
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

浄
土
真
宗
開
立

か
い
り
ゅ
う

の
祖
・
蓮
如 

が
国
初
の
寺
内

じ

な

い

町
・
吉
崎
御
坊 

企画展が目白押しの 

蓮如上人記念館 

こ
れ
に
伴
い
記
念
館
で
は
館
内
施
設
の

自
然
館
と
七
不
思
議
堂
の
庭
園
化
、
鳳
凰

閣
へ
の
京
都
の
人
気
店
「
エ
ク
ス
カ
フ
ェ
」

北
陸
初
出
店
を
実
施
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
ク

リ
オ
ネ
や
流
氷
の
常
設
展
示
、
徳
島
人
形

浄
瑠
璃
の
公
演
と
展
示
、
京
都
の
工
芸
展
、

「
大
坂
を
創
っ
た
蓮
如
さ
ん
」
展
等
の
企

画
展
の
ほ
か
、
筝
曲
家
で
あ
る
大
谷
祥
子

記
念
館
館
長
等
に
よ
る
「
春
を
告
げ
る
邦

楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
観
光
庁
の
補
助
金
を
得
て
、
令

和
６
年
２
月
末
ま
で
に
当
財
団
理
事
長
作

庭
の
「
五
重
ノ
義
」
園
を
改
修
し
ま
す
。 

道
の
駅
は
県
内
最
高
と
な
る
開
業
６
ヵ

月
間
で

30

万
人
が
来
訪
、
駐
車
場
を
増

設
す
る
等
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

 

↓
厳
か
な
法
要
、
稚
児
行
列
ほ
か
、
行
事
の
様
子
。 

他
に
は
な
い
幕
末
・
明
治

の
傑
僧
で
あ
る
厳
如
上
人
の

多
彩
な
世
界
を
本
全
集
で
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

  

「
本
願
寺
春
秋
」
は
今
号
よ
り
「
東
山
浄
苑
報
」
と
名
称
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 


